
こ
ち
ら
は「
市
民
総
合
相
談
室
」市
民
総
合
相
談
室
の
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す

▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ　市民課市民総合相談室（☎内線2530）
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消
費
者
セ
ン
タ
ー
を
か
た
る
不
審
電

話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　　

最
近
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
を
か
た
る

不
審
電
話
が
県
内
で
相
次
い
で
い
ま
す
。

以
前
か
ら
セ
ン
タ
ー
を
か
た
る
不
審
電

話
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
最
寄

り
の
セ
ン
タ
ー
名
を
出
す
な
ど
し
て
、

手
口
が
悪
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□
事
例
１

　
「
数
年
前
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
こ

と
で
話
が
あ
る
」と
電
話
が
あ
っ
た
。

誰
か
尋
ね
る
と「
長
崎
の
消
費
者
セ
ン

タ
ー
の
者
だ
」と
答
え
た
。
４
〜
５
年

前
に
相
談
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
か

か
っ
て
き
た
電
話
が
携
帯
か
ら
だ
っ
た

の
で
不
審
に
思
い
電
話
を
切
っ
た
。

□
事
例
２

　
「
○
○
○
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
す
。

あ
な
た
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
救
済
で

き
る
」と
突
然
電
話
が
か
か
っ
た
。
以

前
、
投
資
詐
欺
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
い
損

失
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
か
と
思

い
一
瞬
信
用
し
そ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
か
か
っ
て
い
る
電
話
が
携
帯
電
話

の
よ
う
な
番
号
が
表
示
さ
れ
て
い
た
の

で
不
審
に
思
い
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
誰

な
の
か
尋
ね
る
と
電
話
が
切
れ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
相
談
も
な

い
の
に
以
前
の
相
談
に
対
し
電
話
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
費
者

セ
ン
タ
ー
は
携
帯
電
話
か
ら
電
話
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
に
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
人
の
名

簿
を
悪
用
す
る
な
ど
し
、
詐
欺
グ
ル
ー

プ
や
悪
質
業
者
が
被
害
回
復
を
す
る
な

ど
と
持
ち
掛
け
、
お
金
を
搾
取
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

相
手
の
言
う
こ
と
を
う
の
み
に
せ
ず
、

実
際
に
、
最
寄
り
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
確
認
す
る
な
ど
し
て
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※

お
知
ら
せ

　

現
在
、
市
内
６
カ
所
に
お
い
て「
市

民
総
合
相
談
所
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
程
や
場
所
に
つ
い
て
は
、
毎
月
発
行

の
広
報
ひ
ら
ど｢

暮
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー｣

へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　平戸市に来て最初のころ「なんば買った？」「頑張らんば」などの
方言に、とても新鮮な感じを覚えました。たまに「えっ？」となる
こともありますが、よく考えたら、全体的な意味を理解するには
そこまで難しくはありません。これに比べたら、前の勤務地であ
る浙江省紹興市の方言のほうが外国語に近いかもしれません。
　中国は大まかに七大方言に分けられますが、実在する方言の数
は数え切れないほどあります。例えば、私は小さいころから、父
方、母方の方言と官話という標準語に近い方言を聞いて育ちまし
たが、話せるのは官話だけです。母の実家に行くたびに、言葉が
通じないことでなかなか親しみを感じられない私にとって、異な
る方言を五つも身につけている祖父はまさにカリスマのようです。
　現在中国では、最初から子供に標準語を身につけさせようとす
る親が多いようです。このままだと方言が失わ
れ「郷音」という故郷の言葉に親しみを持たなく
なるのではないかと不安を感じています。話せ
る方言があり、そして方言で話せる相手がいる
ことはとても幸せなことだと思います。

中国の方言は外国語に聞こえる？

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

■図書館ホームページ■
◎パソコンから　URL http://www.hirado-lib.jp
◎携帯電話から　携帯電話のバーコードリーダーで
　右のＱＲコードを読み込んでアクセスできます。

■おはなし会／毎週日曜日　午後２時～　おはなしのへや

■赤ちゃんおはなし会／９日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや

■「みんなdeシネマ」『お引越し』（日本：124分　第48回毎日
　映画コンクール・日本映画優秀賞ほか）／ 12日　 ・24日　
　午後２時～　未来創造館COLAS平戸ホール

■ライブラリーコンサート／ 19日　　午後７時～  平戸図書館
　今月は、大山泰子氏、門屋尚山氏と平戸ロータリークラブ
　の人たちです。箏と尺八の音色を聞きながら、俳句を吟
　じます。

■COLASまつり／ 26日　、27日　　午前9：00 ～

～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●11月の主なもよおし●

●11月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／１日　、８日　、15日　、22日　、27日　、29日

水

土

土

木

日火 火 火 火 火

　田舎に暮らす女子高校生・三葉、
東京で暮らす男子高校生・瀧。２人
は互いに夢の中で相手に入れ替わっ
ていることに気づくが…。今年公開
された映画の原作小説です。

　微生物とは「目に見えない小さな
生き物」の総称です。目に見えない
微生物を世界で最初に見つけた人は
誰だったでしょうか？微生物の歴史
や関係する偉人、微生物の特徴など
わかりやすく書かれたサイエンス本
です。

　いろんなあしあとがでてき
ます。だれのあしあとかな？
生きものに親しみながら、読
み手も聴き手も楽しく遊べる
紙芝居です。

『君の名は。』
作／新海　誠
出版社／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
出版年／２０１６.８月

『微生物の図鑑
  ミクロの世界の住人たち』

脚本／ねもと　まゆみ
絵／鈴木　幸枝
出版社／童心社
出版年／２０１６.１０月

著／赤木　かん子、正道
絵／荒井　和人、編／造事務所
出版社／新樹社、出版年／２０１６.７月

　江戸詰めを終え、伏見で落ち着い
た日々を過ごす小堀遠州。千利休、
古田織部、徳川家康ら傑物と渡り
合った日々を振り返り、茶とは何か、
人の生きる道とはどういうことかを
見つめ直します。茶人の静かなる情
熱を描いた直木賞作家の最新作です。

著／葉室　麟
出版社／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
出版年／２０１６.９月

　編み物を楽しむ季節がやってきま
した。人気のスヌードやネックウォー
マー、ティペットまで網羅した、棒
針とかぎ針編みの子どもニットのテ
キストです。スタイリッシュな配色
と使い勝手のよいデザインが、おしゃ
れキッズにぴったりです。

出版社／誠文堂新光社
出版年／２０１６.１０月

『孤篷のひと』

『毎日使える定番のこども 
　ニットマフラー』

　一緒に生まれたネコの兄妹。ネコ
たちのいきいきとしたかわいらしい
姿に心和みます。「僕はネコになりた
い」ネコを愛してやまない動物写真
家・岩合光昭の恋文。日本で、海外で、
出会ったネコたちへの優しいまなざ
しが満載のエッセイ写真集です。

著／岩合　光昭
出版社／日経ＢＰ社
出版年／２０１６.１０月

『ネコへの恋文』『あしあとだ～れ？』
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本は市内の図書館・図書室どこでも貸出・返却できます。

土 日


